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【１】環境経営方針 

 
〈環境理念〉 

 
 会社テツカクリエートは、航空機部品や金型用プレート（金属研磨加工）等 
の製造・販売を主とする企業活動を通して、地球環境の保全が人類共通の重 
要課題である事を認識し、環境に配慮した企業活動を推進します。 
 

〈行動指針〉 
 

 事業活動が環境に影響を与えることを認識し，以下の環境保全行動を推進
します。 

 
１．技術をつなぎ、新たな可能性に挑戦する事で、価値を創造していきます。 
 
２．お客様の安心実現の為、製品の質の向上に努め目標を設定し継続的に   
  環境負荷を削減します。 
 
３．環境関連法規制や条例等を遵守します。 
 
４．特に以下の取組を推進します。 
 ・ 環境への影響が予想される加工業であることを認識し、継続的改善 

   及び 汚染防止に努めます。 

・ 以下の項目については、具体的な目的、目標を設定し、責任を持って 

   行動します。 

①不具合を防止し、資源の有効な活用に努めます。 

②電力使用量及び化石燃料の使用量を削減し二酸化炭素排出量の削減 に
努めます。 

③廃棄物排出量の削減に努めます。 

④水使用量の削減に努めます。 

⑤化学物質使用量の削減に努めます。 

⑥グリーン購入の推進、製品及びサービスにおける環境配慮に努めます。 

   ・ 環境経営方針は、顧客をはじめ一般公開します。 
５．この環境方針は，全従業員に周知します。 

 
                       ２０２０年 ６月 ５日 

                         株式会社テツカクリエート 
                         代表取締役 鉢村高史 
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【２】組織の概要 

１．会社概要 

 
①会社名       ： 株式会社テツカクリエート 

②代表者名       ： 代表取締役 鉢村 高史 

③設立       ： １９６６年１１月２２日 

④資本金       ： １，０００万円 

⑤環境管理責任者   ： 品質保証部長 鉢村高史 

⑥メールアドレス     ： eco@tetsuka-create.co.jp 
⑦事業活動          ： 下図参照（2019年度実績） 

２．沿 革 

 
１９６６年１１月    ： 有限会社手塚製作所設立 

１９８６年１０月    ： 石橋工場業務開始 

１９９１年１０月    ： 株式会社テツカクリエートに組織変更 

２００６年１１月    ： 本社・上三川工場業務開始 

 

３．事業形態 

 
（１）事業年度      ： ６月 ～ 翌年５月 

（２）年間稼動日数   ： ２５２日 

（３）就業形態      ： １シフト 

（４）就業時間      ： ８：００ ～ １７：００ 

     （８時間労働） 

金型用プレート 

ウォータージェット加工 

所在地 本社・上三川工場 石橋工場 

ＥＡ２１認証 ２００８年６月認証 ２０１２年６月認証 

所在地 栃木県河内郡上三川町大字多功２５７１－２ 栃木県下野市下古山２９５１－２ 

ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

０２８５－５３－６８８８ 

０２８５－５３－４５４３ 

０２８５－５２－３３６６ 

０２８５－５１－１４７０ 

事業内容 ｳｫｰﾀｼﾞｪｯﾄ加工、入駒機械加工、 

一般機械工、等 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ硬化、積層作業、 

ｺｱｴｯｼﾞ仕上げ作業、等 

従業員数 ４８名 ９名 

地域指定 工業地域 準工業地域 

敷地面積 ４，７００㎡ １，０９６㎡ 

建物面積 ４，０８１㎡ １，０８９㎡ 

mailto:eco@tetsuka-create.co.jp
mailto:eco@tetsuka-create.co.jp
mailto:eco@tetsuka-create.co.jp
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４．敷地概要 
 

◇都市計画法での用途地域指定 ： 下図参照 

◇栃木県生活環境の保全等に関する条例での地域指定 

 

 本社・上三川工場                  石橋工場 
◆騒音 ： 第４種区域  ◆振動 ： 第２種区域・Ｂ   ◆騒音 ： 第３種区域   ◆振動 ： 第２種区域・Ａ 

石橋工場 

本社・上三川工場 
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５．エコアクション２１実施体制の構築 

 
（１）代表取締役（以下社長と表す）は環境マネジメントシステムを運用・実施・維持する 

体制を構築する。 

社長 

（環境経営最高責任者） 
 

鉢村 高史 

石橋工場 

（第２製造部） 

 

EMS推進者：手塚 大介 

上三川工場 

（第１製造部） 
 

EMS推進者：澁谷 昭彦 

環境管理責任者 
 

鉢村 高史 

ＥＭＳ事務局 
 

手塚 大介 

手塚 雄大 

舘野  功 

三島  崇 

定期会議 
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環境経営目標項目 単位 ＢＭ 
（2018年度） 

項目 
環境経営目標値 ／ 実績 

2019年度 2020年度 2021年度 

 電気使用量削減 （節電） ＢＭ 削減率 前年同値 前年同値 前年同値 

 二酸化炭素排量 
 原単位削減 

㎏－Co2/ 
(円/Mh)＊100 
電力の排出係数 
※1 （0.670） 

上三川 
9,288 

目標値 9,583 9,583 9,583 

実績値 9,020 7,017 

石橋 
4,372 

目標値 4,371 4,371 4,371 

実績値 3,445 3,170 

江曽島 
1,889 

目標値 1,889 1,889 

実測値 1,404 435.9 

 電気エネルギー 
 原単位削減 

kcal/（円/Mh） 

ＢＭ 削減率 前年同値 前年同値 前年同値 

上三川 
99,306 

目標値 99,306 99,306 99,306 

実績値 98475 78,487 

石橋 
41,242 

目標値 41,243 41,243 41,243 

実績値 35,482 32,500 

江曽島 
12,595 

目標値 12,595 12,595 

実績値 6,537 421.3 

 水使用量削減 （節水） ＢＭ 削減率 前年同値 前年同値 前年同値 

 水使用量 
 原単位削減 

㎥/(円/Mh) 
＊1,000 

上三川 
405.4 

目標値 405.4 405.4 405.4 

実績値 390.4 197.9 

石橋 
175.4 

目標値 175.4 175.4 175.4 

実績値 145.1 164.2 

江曽島 
53.4 

目標値 53.4 53.4 

実績値 31.5 3.8 

 化学物質使用量の削減  ＢＭ 削減率 前年同値 前年同値 前年同値 

 化学物質使用量 
 原単位削減 

ℓ/(円/Mh) 
＊10,000 

上三川 
653.8 

目標値 653.8 653.8 653.8 

実績値 675.1 429.9 

石橋 
670 

目標値 670.0 670.0 670.0 

実績値 639.6 680.2 

江曽島 
888.4 

目標値 888.4 888.4 

実績値 355.3 0 

 グリーン購入の推進 BM 削減率 前年同値 前年同値 前年同値 

 グリーン 
 購入の推進 

グリーン購入品目率 
の向上 

88／147 
（61%） 

目標値 61% 61% 61% 

実績値 62% 61% 

 廃棄物排出量削減 （処分方法改善） ＢＭ 削減率 前年同値 前年同値 前年同値 

 産業廃棄物 
 最終処分量 
 原単位削減 

㎏/(円/Mh) 
＊100 

上三川 
843.5 

目標値 843.5 843.5 843.5 

実績値 703.6 382.9 

石橋 
263.0 

目標値 263.0 263.0 263.0 

実績値 240.7 243.9 

江曽島 
110.3 

目標値 110.3 110.3 

実績値 287.2 138.2 

 自社テーマ 

製品及びサービスに 
おける環境配慮 

包装材使用量 
袋（円/Mh） 
×10,000 

全社 
出荷 
包装 

目標値 46 46 46 

実績値 40.6 45.9   

不具合発生率 不具合発生の防止 目標値２件 
目標値 ２件 ２件 ２件 

実績値 １件 ３件 

※1：電気事業者変更に伴い、電力の排出係数は0.670を使用。 

【３】環境経営目標とその実績、次年度の取組内容 

自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに関する環境配慮については、顧客からの支給材による生産
活動で自由度が無い為、目標値の設定は行わない。 
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環境経営活動計画項目 
推進 

担当者 

実行 

責任者 

２０２０年度 

計画及び実行内容 

省エネ 

デマンドコントロール装置 

の管理 
各部署 

全員 

EMS推進者 

(澁谷・手塚) 

・デマンドコントロール装置の管理 

(エアコン、照明等) 

水銀灯の蛍光灯化促進 

各部署 

全員 

EMS推進者 

(澁谷・手塚) 

・職場改善と並行して水銀灯のLED化促進 

生産性向上の改善 
各部署 

全員 

EMS推進者 

(澁谷・手塚) 

・職場改善の実施と効率化 

・安全性、効率性の視点で職場改善の実施 

省資源 

水使用量の削減 
各部署 

全員 

EMS推進者 

(澁谷・手塚) 

・漏水調査の実行 

・節水ポスターの掲示と朝礼による啓蒙 

・トイレ使用後の流水ボタンの戻りを確認する 

化学物質使用量削減 
各部署 

全員 

EMS推進者 

(澁谷・手塚) 

・有機溶剤による製品洗浄の改善 

・人体に影響の少ない溶剤へ変更 

グリーン購入の促進 

事務所 

全員 

環境管理 

責任者 

・グリーン購入品目の拡大 

・ストックしている文具・器具の環境配慮型 

 商品の割合調査 

・代替可能な環境配慮商品があるか価格を 

 含め調査 

廃棄物 

産業廃棄物処分量削減 
各部署 

全員 

EMS推進者 

(澁谷・手塚) 

・廃棄物処理業者との調整 

・汚泥の事前脱水の実施 

・最終処分量の削減 

自社テーマ 

製品及びサービスにおける
環境配慮 

不具合の発生防止 

ヒューマンエラーや 

メカニカルエラーの防止 

各部署 

全員 

EMS推進者 

(澁谷・手塚) 

・過剰梱包を抑え製品の大きさに合わせた 

 梱包の実施 

・指差呼称によるヒューマンエラーの防止 

・工作機械の使用前点検の実施 

  本社・上三川工場・石橋工場の事業活動における環境への負荷を低減するために、従業
員一同が取り組んでいる主要な環境経営活動内容は以下の通りです。 

【４】環境経営活動計画 

１．活動内容      事業年度：6月 ～ 翌年5月 



8/12 

環境経営目標項目 実績値 
年度 20年6月～21年5月 達成：○ 

未達：△（経過観察） 
未達：×（是正） 原単位 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
（省
エ
ネ
） 

二酸化炭素 
排出量削減 

上三川 
19年度 345,426kg-co2 

二酸化炭素 
排出量 
㎏－Co2/ 

(円/Mh)×100 

目標値 9,288 
○ 

20年度 297,112kg-co2 実績値 7,590 

全社実績値 石橋 
19年度 180,231kg-co2 目標値 4,372 

○ 
20年度 134,250kg-co2 実績値 3,430 

全体19年度 580,829kg-co2 
江曽島 

19年度 55,172kg-co2 目標値 1,889 
○ 

全体20年度 449,821kg-co2 20年度 18,459kg-co2 実績値 472 

電気エネルギー削減 上三川 
19年度 515,561Kwh 

電力使用量 
kcal/(円/Mh) 

目標値 99,306 
○ 

20年度 386,409Kwh 実績値 84,891 

全社実績値 石橋 
19年度 185,764Kwh 目標値 41,243 

○ 
20年度 160,005Kwh 実績値 35,152 

全体19年度 735,553Kwh 
江曽島 

19年度 34,228Kwh 目標値 12,595 
○ 

全体20年度 548,488Kwh 20年度 2,074Kwh 実績値 456 

産業廃棄物 
最終処分量削減 

上三川 
19年度 31,681Kg 

産業廃棄物 
最終処分量 
㎏/(円/Mh) 
×100 

目標値 521.7 
○ 

20年度 16,213Kg 実績値 414.2 

全社実績値 石橋 
19年度 10,842Kg 目標値 263.0 

○ 
20年度 9,546Kg 実績値 243.9 

全体19年度 55,458kg 
江曽島 

19年度 12,935Kg 目標値 110.3 
△ 

全体20年度 31,615kg 20年度 5,855Kg 実績値 149.6 

水
使
用
量
削
減 

水使用量削減 上三川 
19年度 1,758㎥ 

水使用量 
㎥/(円/Mh) 
×1,000 

目標値 285.4 
○ 

20年度 838㎥ 実績値 214.1 

全社実績値 石橋 
19年度 653㎥ 目標値 175.4 

△ 
20年度 695㎥ 実績値 177.6 

全体19年度 2,553㎥ 
江曽島 

19年度 142㎥ 目標値 53.4 
○ 

全体20年度 1,549㎥ 20年度 16㎥ 実績値 4.1 

化
学
物
質
使
用
量 

化学物質 
使用量削減 

上三川 
19年度 304ℓ 

化学物質 
使用量 
ℓ/(円/Mh) 
×10,000 

目標値 636.5 
○ 

20年度 182ℓ 実績値 464.9 

全社実績値 石橋 
19年度 288ℓ 目標値 670.0 

△ 
20年度 288ℓ 実績値 735.7 

全体19年度 752ℓ 
江曽島 

19年度 160ℓ 目標値 888.4 
○ 

全体20年度 470ℓ 20年度 0ℓ 実績値 0 

自
社
テ
ー
マ 

製品及びサービスに 
おける環境配慮 

全社 
出荷 
包装 

19年度 20袋 包装材使用量 
袋（円/Mh×10,000 

目標値 46 
○ 

20年度 15袋 実績値 45.9 

グリーン購入促進 
全社 
事務 
用品 

使用品 147 目標値 61% 

○ 
グリーン 

対象品 
92 実績値 61% 

不具合発生率 全社 
19年度 １件 目標値 ２件 

× 
20年度 ３件 実績値 ３件 

社長コメント 

  

排出物の削減については概ね良好であった。しかしながらコロナ禍で生産数が減少している中、 
不具合の発生はお客様の不安に直結する大きな問題である。是正はもちろん、水平展開と作業前の 
コミュニケーションを徹底すること。 

【５－１】環境経営活動計画の取組結果とその評価 

未達△と×の判断基準 

△：設備の新設又は移設、急激な生産量の増加による増加。（移設の場合は、全社としての増加が無いこと。） 

×：上記の事例がなく、単純な増加。 
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環境経営目標項目 
目標値 評価 

（2020年6月～2021年5月） 
見直し指示 

達成状況 

ＣＯ２排出量原単位削減 

上三川 9,228 
  

前年に比べ全体で 

CO2排出量131,000kg-CO2 

エネルギー使用量187,000kwh削減した。 

 

全工場の実績値を削減したが目標値とは
大きく乖離していない事から、今後も環境活
動に維持に努める。 

  

来年度も新型コロナウイルスにより仕事量
の減少が予想される、支出を抑える事を意
識し生産性向上と資源の有効活用を意識
する。３ヶ年計画の目標値見直しは行わな
い。 

石橋 4,372 

江曽島 1,889 

 

ＣＯ２排出量 

原単位削減 

上三川；82％ 

石橋；78％ 

江曽島；25％ 

エネルギー原単位削減 

上三川 99,308 

石橋 41,243 

江曽島 12,595 

 
エネルギー 

原単位削減 

上三川；85％ 

石橋；85％ 

江曽島；4％ 

 廃棄物排出量削減 

上三川 521.7 
  

江曽島工場引渡しに伴い廃棄物や不要物
を処分した事から、目標値を超えてしまった。 

  

今回の江曽島工場から廃出された産業廃
棄物は工場集約に伴う不要物の処分であり 

一過性の増加の事から見直しは行わない。 
石橋 263 

江曽島 110.3 

産業廃棄物 

排出量削減 

上三川；79％ 

石橋；93％ 

江曽島；136％ 

水使用量原単位削減 

上三川 285 
  

仕事量の減少により上三川工場の水使用
量が大幅に削減されている。 

 

  

来年度も新型コロナウイルスにより仕事量
の回復は見込めない、支出の最小化を意
識し生産性向上と資源の有効活用を意識
する。目標値の見直しは行わない。 

石橋 175.4 

江曽島 53.4 

上三川原単位 75％ 

石橋原単位 101％ 

江曽島原単位 8％ 

化学物質使用量削減 

上三川 636.8 
  

仕事量の減少により上三川工場の化学物
質の使用量が削減されている。 

 

石橋工場は実績値が目標値を超えてしまっ
たが購入量は昨年と同一量であった事から、
今後も環境活動に努める。 

 

  

来年度も新型コロナウイルスにより仕事量
の回復は見込めない、支出の最小化を意
識し生産性向上と資源の有効活用を意識
する。目標値の見直しは行わない。 

石橋 670 

江曽島 888.4 

上三川原単位 73％ 

石橋原単位 110％ 

江曽島原単位 0％ 

製品及びサービス 
における環境配慮 

46 
 過剰梱包を抑えることにより目標値を達成
することが出来た。 

来年度も過剰梱包を抑え目標達成に 

務める。 
梱包材購入実績 45.9 

不具合発生件数 ２件 
 ヒューマンエラーやメカニカルエラーが発生
し目標を達成できなかったが是正処置を講
じた事で再発及び類似の不具合は発生して
いない。 

 品質向上計画を取り組み目標達成に 

務める。 
不具合発生件数 ３件 

グリーン購入の推進 目標；６１％ 
事務用品を中心に目標値を達成した。 今後も継続的なグリーン購入に取り組む。 

全社実績 ６１％ 

代表者による全体の評価・見直し 不具合に対しても処置がスピード感を持って
対応できている。 

環境負荷への対応は概ね良好な状態を維
持している。 

コロナ禍で減少した仕事量の回復は見込め
ない世界である事から顧客軸での視点で生
産活動に従事すること。 

【５－２ 】環境経営活動の取組結果と評価及び見直し、指示 

  目標値です。 

  実績値は、6月～翌年5月の累計の値です。 
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上三川工場で消防訓練の実施。 

石橋工場で消防訓練の実施。 

活動内容および取り組み結果 
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【６】環境関連法規等への遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟 

   等の有無 

法規等の名称 適用内容 規制基準値、その他 
遵守
状況 

廃棄物処理法 

保管施設の表示と保管基準の遵守 表示版掲示(60ｃｍ以上) 

○ 

収集運搬業者及び処分業者との委託契約 契約書・業者の許可証 

委託契約書の保管 ５年間保管 

マニフェストの管理・保管 
５年間保管（Ａ／Ｂ２／Ｄ／Ｅ
票） 

騒音規制法 

 

（栃木県 

  生活環境 

     保全条例） 

 

特定工場等騒音に関する規制基準の遵守
及び施設の届出 

（上三川 工業地域：第４種区域） 

 

（石橋 準工業地域：第３種区域） 

特定施設 

・上三川空気圧縮機 ： ３台 

（上生第４０８号・２台 

 上住生１１８号・１台） 

・石橋空気圧縮機 ： １台 

（環境課‘０９．３－２） 

○ 

振動規制法 

（栃木県 

生活環境 

保全条例） 

特定工場等振動に関する規制基準の遵守
及び施設の届出 

（上三川 工業地域：第２種区域・Ｂ） 

 

（石橋 準工業地域：第２種区域・Ａ） 

特定施設 

・上三川空気圧縮機 ： ３台 

（上三川町都市計画図） 

・石橋空気圧縮機 ： １台 

（環境課‘０９．３－２ ） 

○ 

消防法 

（石橋地区消防組
合火災予防条例） 

油脂保管庫作業場 

宛名 

指定数量の１／５以下 

 
○ 

１．遵守状況    ： 上記 

２．更新時期    ： 毎年６月に実施します。 

３．苦情等の有無 ： 外部からの苦情は、過去３年間ありません。 

４．提訴等の有無 ： 関係当局からの指摘及び利用関係者からの訴訟は、過去３年間 

              ありません。 

５．公害防止管理者は、特定工場対象外のため公害防止管理者の 

               届出義務はありません。  
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【７】代表者による全体評価と見直しの結果 

項   目 変更の要否 
システムの変更に関する決定・処置 

（改善の機会含む） 

環境方針 否 
従来以上に効率の良い生産活動を実施するため横の
繋がりを常に意識する事。 

環境目的・目標 否 
目標達成に向けて意図を持って生産活動に 
従事する事。 

環境マネジメントシステムの 
その他の要素 

要 
江曽島工場の集約が完了し、２０２１年度石橋工場の
再構築に向け活動を行う、人員の配置転換等が発生
するが安全に配慮した生産活動を実施すること。 


